
（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（１） 

１ 

 

２０１９年度（令和元年度）学校評価自己評価表  
 

 

 

Ⅰ 福山市 
 

 

 Ⅱ 中学校区 
 

 

 

 

 

 

 
    
 Ⅲ 自 校 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
思考力・表現力 コミュニケーション能力 

他者と協力して問題を 

解決する力 

めざす 

子ども像 

１

２

年 

友達の考えと自分の考えを比

べて考え，表現することができ

る。 

つなぎ発言（言い換え・付け加

え）をし，相手意識を持って話

し合うことができる。 

質問や教え合いができる。 

３ 

４

年 

根拠を明らかにして自分の考

えとの共通点や相違点を考え，

表現することができる。 

つなぎ発言（質問・関連付け）

をし，考えのたりないところを

補足したり，改善したりできな

いか話し合うことができる。 

友達と協同し，質問や教え

合いができる。 

５

６

年 

根拠をあきらかにして共通点

や相違点を検討し，整理・分

析・統合等して考え，表現する

ことができる。 

つなぎ発言（変容・発見・まと

め・発展）をし，よりよい解決

を話し合い見出すことができ

る。 

主体的に他者と協同し，質

問や教え合いができる。 

   

研究 

教科等 算数科   外国語活動 

主題・ 

内容等 

自分の思いや考えを生き生きと表現できる子どもの育成 
～協同学習における学び合いを通して～ 

めざす授業の姿 

 
協同学習を通して，互いに考えをつなぎ，深め合う授業 

  

鳳 中学校区 校番 ３６ 福山市立伊勢丘小学校 
   

 最終更新日 20２０年（令和２年）２月２０日 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・全国学力・学習状況調査において，国語Ａ・算数Ａ・算数Ｂ・理科で，ＣＲＴにおいては，1・2・4・

5・6年で全国平均を2ポイント以上上回った。協同学習の取組では「授業がわかる」とする児

童の肯定的評価が 92％になった。 

・「あこがれのリーダー」を育てる取組では，自尊感情に関わる児童アンケートの肯定的評価は８

４％であった。「互いのよさを認め学ぶことができた」児童は，８８％であった。 

・握力や走力を高める取組では，新体力テストで全国平均値を上回る学年について，握力

100％，シャトルラン 100％であった。新体力テストで 73％の項目が全国平均値を上回

った。 

＜授業＞ 

・つなぎ発言への肯定的評価を行い，振り返りの指導を行ったことで，８４％の児童が友達の

考えにつなげて発言できた。 

・積極的に協同学習を取り入れ，全員挙手を徹底したことで，８９％の児童が自分の考えを進

んで伝えることができた。 

・振り返りの視点を焦点化し，よい振り返りを紹介したことで，振り返りの内容が充実し，学

びを深めることができた。 

・前の学習や友達の考えと比較したり関連付けたりして見通しを持たせ，全員挙手や自発的な

算数トークを目指す取り組みはまだ不十分である。児童自身が自分の学びを自覚できるような

授業を展開できるようにする必要がある。 

 

学校教育目標 

 自ら学び人間性豊かな子を育てる 

 ～あこがれのリーダーいっぱいの学校～ 

 

児童生徒の現状 

・表現する力について，「書くこと」は高

まっているが，「話すこと」に課題がある。 

・学校生活における基本的な生活習慣は，

大半の児童・生徒が身に付いている。 

・体力づくりについて，課題を焦点化し

継続的に取り組むことで，課題を克服し

ている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
思考力・表現力  

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

自ら考え学び，意欲的に表現し,豊かに生きることができる児童・生徒 

・主体的に学びに向かっている。 

・他者の考えを尊重しつつ，自らの意見を主張できる。 

・資料の読み取り，分析を根拠に考えを構成できる。 

・各教科記述式（活用）ができる。 

中学校区として 
統一した取組等 明確な根拠を持って，話す・書くといった表現する力を育てる。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・児童・生徒や学校の様子は，しっかり情
報発信されているが，さらに多くの方へ届
くよう工夫してほしい。 

・下級生からあこがれをもたれる児童・生
徒の育成を図り,自己肯定感を高めてほし
い。 

・町づくりの視点から,地域や保護者とつ
ながりをさらに強めてほしい。 

 

ミッション 

子どものひとり立ちを支援する学校 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目
標 

重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総

合 
評
価 

改善方策 

１ 

主体的，対
話的で深い
学びの実現
による思考
力・表現力
の育成 

★  
継
続 

○協同学習に
おける学び
合いを通し，
児童の学び
を中心に据
えた授業づ
くりを実現
する。 

 
【総合評価指標】 

・「授業で考えるこ

とが面白い」と

いう児童90％
以上 

○学びづく
り案を作
成 ・ 改
善・活用
し，協同
学習を効
果的に設
定する。 

○児童アンケートの
児童の肯定的評価
の平均70％以上 

［アンケート内容］ 
①友達の話を聞いて

考えの共通点や相
違点を見つけるこ
とができた。 

②友達の考えにつな
げて，詳しくした
り分かりやすくし

たりすることがで
きた。 

③もっとやってみた

いことを考えるこ
とができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

□協同学習を効果的に取り入
れ，「全員が分かる」ことを目
指して話し合いを進めたこと
で，目標を達成することがで
きた。しかし，友達の考えを
自分の言葉で説明したり，自
分の考えを深めたりすること
に課題がある。教師が説明す
るのではなく，児童が繰り返
し説明するようにしていく必
要がある。 

学年 

共通点

や相違

点を見

つけた 

意見を

つなげ

ること

ができ

た 

もっと

やりた

いこと

を考え

た 

肯定的

評価の

平均 

１年 ９１ ８３ ９０ ８８ 

２年 ８６ ８２ ８４ ８４ 

３年 ８４ ７５ ８３ ８０ 

４年 ７９ ５６ ８９ ７４ 

５年 ８０ ７３ ８１ ７８ 

６年 ８５ ７０ ９１ ８２ 

特支 ７５ ８２ ７７ ７９ 

全体 ８４ ７４ ８６ ８１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

○児童が課題と出会う
場面を工夫すること
で，児童が意欲的に
学習できるようにし
ていく。また，児童
の説明を教師が繰り
返すのではなく，他
の児童の言葉でもう
一度説明させること
で，深い学びにつな
げる。 

〇学びづくり案を各学
期に１つ以上作成
し，児童の主体的な
学びに生かしてい
く。その中で，児童
と共に学習の進め方
を決め，児童が見通
しを持って学習でき
るようにする。授業
においては，教師が
教える部分と児童が
考える部分，評価や
他教科のつながりに
ついて学びづくり案
に明記していく。 

□児童同士が関わり合った
り，話を聴いたりなど集団
が育ってきたため，目標を
達成することができた。ま
た，児童と共に学習計画を
立て授業を進めたことで，
見通しを持って主体的に
取組むことができた。 

学年 

共通点

や相違

点を見

つけた 

意見を

つなげ

ること

ができ

た 

もっと

やりた

いこと

を考え

た 

肯定的

評価の

平均 

１年 ９０ ８９ ９７ ９２ 

２年 ９２ ８８ ８７ ８９ 

３年 ９１ ６５ ８７ ８１ 

４年 ８２ ５６ ９０ ７６ 

５年 ８８ ７８ ８９ ８５ 

６年 ８９ ７３ ８５ ８２ 

特支 ８０ ７２ ８７ ７９ 

全体 ８７ ７４ ８８ ８３ 

◎「授業で考えることが面白
い」の児童の肯定的な評価
は，86％だった。 

◎協同学習における学び合
いを通して，分からないこ
とが分かるようになった
り，自分の考えを伝えたり
することができるように
なり，思考力・表現力を育
成することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

○学びづくり
案を活用し，

週１回の学
年会で教材
研究をする

ことで，研修
を日常化す
る。その中

で，学びを見
取り，適切な
働きかけが

できるよう
になる。 

 

○学び合い
に関する
目標を設
定し，自
己の学び
の変容に
ついて振
り返りで
自己評価
を行う。 

○「授業の始めと
終わりで学び
が深まった」と
い う 児 童
90％以上 

 
 
 
 
 
 

□自己の学びの変容を自
覚するための振り返りの
時間の確保が難しかっ
た。また，「学びが深まっ
た」について，理解でき
ていない児童がいる。 

１年 ９４％ 

２年 ９０％ 

３年 ８５％ 

４年 ７６％ 

５年 ８９％ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

○振り返りについて，
毎時間行うのではな
く，学びに応じて振
り返りができるよう
にする。また，単元
の始めにできるよう
になりたいことを書
かせ，単元の終わり
に達成できたか確認
させたり，言葉によ
る振り返りを行った

□振り返りを書くことで，学
習内容について考えをま
とめたり，自己の学びの変
容を自覚したりすること
ができた。 

 しかし，できていることを
自覚できない児童や求め
るレベルが上がっている
児童もいるので，教師が価
値づけを行う必要もある。 

◎学びの深まりを教師と児

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３
   

 

 

 

 

３ 

○学びづくり

案に振り返
りを明記し，
話し合いや

単元全体の
学び，自己の
変容など多

様な振り返
りができる
ようにする。 

福山市立伊勢丘学校 
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６年 ８９％ 

特支 ７７％ 

全体 ８７％ 
 

 りしていく。 
○児童自身が「学びの
深まり」について考
える時間を設定し，
教師と児童が学びの
深まりについて共通
認識できるようにす
る。 

童で共通認識し，振り返り
で考えさせたことで，自己
の学びの変容を考えるこ
とができるようになった。
協同学習においても振り
返りをしていく必要があ
る。 

１年 ９１％ 

２年 ８９％ 

３年 ８８％ 

４年 ７７％ 

５年 ８３％ 

６年 ９１％ 

特支 ７７％ 

全体 ８５％ 
 

○学期末テスト
結果 
１・２年：国・
算 85 点以上 
３～６年国・
算・理 80 点
以上 

学年 
国語 

(読み) 

国語 

(漢字) 

算数  理科 

１年 84  92  

２年 90 93 89  

３年 77 95 86 91 

４年 84 8７ 76 87 

５年 79 8６ 86 89 

６年 89 84 90 87 

 

 
□漢字・理科では，全ての学年
で目標を達成することができ
た。国語の読みでは，要旨を
まとめる問題に課題がある。
今後，授業で文章の要点を読
み取り．要旨をまとめて書く
指導をていねいに行う必要が
ある。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

○記録文や説明文の単
元では，筆者の伝え
たいことを一言でま
とめたり，自分が書
いた文章を読み返し
簡潔な文章で書いた
りする指導を行う。  

○授業や家庭学習で辞
書を活用することに
より，言葉の意味を
正しく理解し，語彙
を増やすようにす
る。 

○正答率が低かった問
題においては，授業
で，解き直しの時間
を確保し，確実に解
くことができるよう
にする。 

 

学年 
国語 

(読み) 

国語 

(漢字) 

算数  理科 

１年 90 90 91  

２年 90 93 89  

３年 83 96 85 86 

４年 85 94 78 83 

５年 74 89 86 90 

６年 88 84 81 88 

□漢字・理科では，全ての学年
で目標を達成することができ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

○説明文では，
事実と筆者

の主張を読
み取り，問わ
れているこ

とについて，
不足を補い
ながら正し

く書くこと
を指導する。 

○正答率の低

かった問題
について，引
き続き，解き

直しの時間
を確保する。 

 

 

 

 

３ 

あこがれの
リ ー ダ ー
（スーパー
リーダー）
を目指し，
互いの良さ
を認め，学
び合う児童
の育成  

 
★
    

 
継
続 

○行事や縦割
り活動等を
通して，児童
の自己肯定
感を高める。 

 
【総合評価指標】 
・自尊感情に関わ

る児童アンケー
ト（「自分の考え
は，認められて

いる。）を含む。）

○毎学期，
あいさつ 
月間を設
定し，あ
いさつき
らりみつ
け等，相
手意識を
もったあ
いさつに
つながる
取組を行

○児童アンケー
ト「あいさつが
できた」の肯定
的評価85％以
上 

□児童会を中心に週２回

のあいさつ運動を行

い，良いあいさつがで

きた児童を放送した

り，合言葉を考えたり

し，意欲を持たせた。 

□児童アンケート「あい

さつができた」の肯定

的評価は９１％であっ

たが，地域の方や学校

        

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

３ 

○２学期初めにあいさ

つがよくできていた

学級を表彰する。 

○児童の考えたあいさ

つ「いせがおか」の

合言葉を掲示し，児

童会を中心にあいさ

つ運動を続ける。 

○「担任外，お客さん

□１学期の取組を引き

続き継続し，あいさつ

「いせがおか」の掲示

や児童会によるプレ

ゼンにより，児童に意

欲を持たせた。 

□児童アンケート「あい

さつができた」の肯定

的評価は９２％であ

ったが，地域の方や学

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

４ 

○児童会を
中心に「あ
いさつの
意味」を考
えさせ，積
極的に取
り組ませ
る。 

○職員がモ
デルとな
り，あいさ
つをして
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の肯定的評価

80％以上 
 

う。 への訪問者へのあいさ

つに課題が見られた。 

１年 ９１％ 

２年 ９４％ 

３年 ９１％ 

４年 ９２％ 

５年 ９０％ 

６年 ８８％ 

特支 ９２％ 

全体 ９１％ 
 

に対してあいさつが

できたか」の評価を

行っていく。 

 

校への訪問者へのあ

いさつに課題が見ら

れる。 

１年 ９６％ 

２年 ９０％ 

３年 ９５％ 

４年 ９３％ 

５年 ９０％ 

６年 ８８％ 

特支 ９３％ 

全体 

 

 

 

 

  

９２％ 

◎自尊感情に関わる児
童アンケートの肯定
的評価は85％であっ
た。 

いく。 

 

○児童のが
んばりを
学校通信
等で知ら
せていく 

 

 

 ○縦割り班
掃除にお
いて，より
きれいに
するため
に頑張っ
ている児
童の姿を
振り返り
で相互評
価し，意識
を高めて
いく。 

○縦割り班そう
じの掃除表彰
児童95%以上 

 

□掃除表彰児童は,全校で

９２％であったが，掃

除時間や無言掃除の徹

底に課題が見られた。

教職員への周知・児童

への指導を行ってい

く。 

学年 １学期 

１年 ９４％ 

２年 ９３％ 

３年 ９６％ 

４年 ９５％ 

５年 ９９％ 

６年 ９７％ 

全体 ９５％ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

２ 

 

○掃除の指導の仕方，
２５分まで必ずそう
じを行い，その後振
り返りをすることを
教員に周知する。 

〇美化委員会を中心
に，正しい掃除の仕
方を児童朝会で発表
し，全校に伝えてい
く。 

 ・ぞうきんの絞り方 

 ・ほうきの使い方 

 ・時間いっぱい 

 ・トイレ掃除 

 

□掃除表彰児童は,全校

で９３％であった。美

化委員会が「正しいそ

うじの仕方」の発表を

することができたが，

無言掃除やすみずみ

まで掃除をするなど，

掃除の質に課題が見

られた。 

学年 ２学期 

１年 ９６％ 

２年 ８５％ 

３年 ９１％ 

４年 ９５％ 

５年 ９５％ 

６年 ９６％ 

全体 ９３％ 

 
 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

３ 

○掃除表彰
された児
童の多い
学級を評
価し，表彰
する。 

 

 

 

 

 

○「あこが
れ作文」
や「にっ
こりたま
てばこ」
の取組に
より，職
員は 6 年
児童全員
のよさを
評 価 す
る。 

○「あこがれのリ
ーダーとして
の役割が果た
せた」と振り返
る児童 
90％以上 

□１学期中に，６年生９

９人中４８人（全体の

４８％）を放送で紹介

することができた。 

□児童アンケート「あこ

がれのリーダーとして

の役割が果たせた」の肯

定的評価が９４％であ

った。 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

 

○「あこがれ作文」「に
っこり玉手箱」の取
組を継続し，6 年生
児童の自己存在感を
高めていく。 

〇他学年児童には，6
年児童の良さを「あ
こがれ作文」に記入
させ，リーダーへの
あこがれを持たせ
る。 

□２学期中に，６年生９

９人中７８人（全体の

７８％）を放送で紹介

することができた。 
□児童アンケート「あこ
がれのリーダーとし
ての役割が果たせた」
の肯定的評価が９
１％であった。 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

○今までの
「あこが
れ作文」を
６年生に
渡し，自己
存在感を
高めてい
く。 

○他学年と
の交流の
場を増や
し，１学年
上の児童
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５ 

 

の良さを
見つけ，作
文を書か
せる。 

 

 

５ 

運動に関心
を持ち，体
力向上に向
けて取り組
む児童の育
成 

 
 
 

 
継
続 

○体育授業の
工夫や遊び
の奨励によ
り，運動への
意欲を向上
させ，体力向
上を図る。 

 
【総合評価指標】 
・50ｍ走の 12
項目中 6 項目
を県平均値以

上または全国
平均値以上に
する。シャトル

ラン 90％以
上 

○走力を高
め る た
め，走る
ことを取
り入れた
遊びの紹
介，体育
の準備運
動でのス
タートダ
ッシュを
行う。 

○１０ｍ走のタ
イムを初回よ
り上げた児童
８０％以上 

□1 年生から 6 年生の
10m 走のタイムの平
均は 2.6～3.0 であっ
た。 

 

２ ２ 

○各学年の 10m 走と
50ｍ走のタイム分
析を行ったり夏休み
に 50m 走の実技研
修を行ったたりした
ことを生かし，2 学
期の陸上運動の授業
の導入で 10ｍ走を
取り入れる。 

 

□再測定の結果，前回より
10ｍ走のタイムが上が
った児童は81.3％であ
った。 

◎50m走は12項目中4
項目を県平均以上また
は全国平均以上にする
ことができたが，目標に
達することができなか
った。 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

○児童が楽
しく走力
を高める
ことがで
きる活動
を授業で
実践する
ために，校
内で研修
を行う。 

 
 

○マラソン
カードを
活用し，
月毎に走
る周数を
設定し，
進捗状況
を把握す
る。 

○各学年のトラ
ックを 300
周以上走るこ
とができる児
童 95％以上 

 

□トラックを 100 周以
上走ることができてい
る児童は，１９％であ
った。 

２ ２ 

○かけ足記録会の時期
に自主的な練習を促
し，月ごとの個人目
標をカードに記入す
る。 

□トラックを３００周以
上走ることができてい
る児童は，７０％であっ
た。（２月末） 

◎シャトルランは１２項
目中１１項目（９２％）
で県平均値または全国
平均値を上回ることが
できた。 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

○かけ足記
録会の時
期に自主
的な練習
を促し，月
ごとの個
人目標を
カードに
記入し，月
末に目標
を達成し
た数値を
把握する。 

 

 

 

１ 

保護者・地
域に開かれ
た学校づく
りの推進及
び児童に向
き合う時間
の確保 

  
継
続 

○教育活動の効
果的な発信
と，教職員の
児童に向き合
う時間の確保
により，教育
活動を充実さ
せる。 

 
【総合評価指標】 
・児童・保護者の
学校満足度ア
ンケートの結

果，肯定的評価
95％以上 

・仕事へのやりが

いや充実感を
感じる教職員 

 90％以上 

○児童の成
長の様子
が分かる
日記や子
どもの声
を学校・
学年便り
に月1回
は掲載す
る。 

○「学校教育活
動や子供の様
子を知ること
ができる」の
保護者の肯定
的評価 95％
以上 

□「学校教育活動や子供
の様子を知ることがで
きる」の保護者の肯定
的評価は，97％であっ
た。 ３ ４ 

〇学校での行事や日々
の教育活動につい
て，引き続き通信や，
地域行事への児童参
加により，保護者や
地域に様子を知らせ
る。 

□「学校教育活動や子供の
様子を知ることができ
る」（12 月末）の保護
者の肯定的評価は，9
６％であった。 

 
 
 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

〇学校・学
年・学級通
信を通し
て，写真や
日記など
で保護者
に学校で
の活動を
知らせる。 

○学年主任
会で働き
方の改善
について
話し合う
場を設定
し，効率
的な業務
を学校全
体 で 行
う。 

○働き方の改善を
進めたことで，
在校時間が減少
した教職員 
８０％以上 

□月１回の学年主任会
で，業務改善について
話し合う時間を設定し
た。また，夏季休業中
に熟議を行い，全員で
改善策を話し合った。 

□月平均在校時間が昨年
度比－８．６時間。在
校時間が減少した教職
員１００％ 

３ ４ 

〇カリキュラム等の見
直など，定期的に話
し合いを行い，子供
と向き合う時間の確
保に努める。 

〇学年主任会で，学年
目標を決め実施す
る。 

◎保護者アンケートによ
る学校満足度は９８％，
仕事のやりがい・充実感
を感じる教職員は，９
５．８％，９１．７％で
あった。 

□学年目標を決めたこと
で，互いに声かけをし
て，優先順位を決めなが
ら業務をこなすことが
できた。 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

〇学年会の
設定によ
り，効率的
に業務を
こなすた
めの計画
をたてる。 
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６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


